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２０２１年３月号外      日本共産党の見解を紹介します。 
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コロナ危機から 

命とくらし守る 
市議会議員

開発優先から 
くらし、福祉、子育て優先市政へ 

 
 検索 勝川しほこ 
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市民の「命の水」奪うリニア新幹線ストップ！ 

浜岡原発再稼働ノー、再生可能エネルギーへ！ 

掛川市議選 4/1１告示・１８投票 

 

いま、コロナ危機から市民の命とくらしを守ることこ

そ、市政と議員に求められている最も大事な役割です。 

■もっともっと PCR 検査を 

抗原検査だけでなく、全額国費負担の PCR検査を拡大。 

安心して気軽に受けられるワクチン接種の体制確立。 

 

■地域医療・介護体制の強化 

ワクチン接種にもそなえ、統廃合された掛川保健所を復活

させ、感染予防体制を強化。 

 

消費税５％へ減税を 

子育て 

若者 

支援 

高齢者 

弱者に 

優しく 

安心して暮らせるまちに 

◇保育園・学童保育所増設し、待機児解消 

◇3歳未満児の保育料無料に 

◇18歳までの医療費は完全無料に 

◇学校給食の無償化―まず半額に 

◇高すぎる国保税・介護保険料の軽減 

◇補聴器購入助成制度を 

◇市内全域に乗合タクシー運行など公共交通の充実 

◇相談窓口の強化・充実 

◇環境破壊する開発やメガ風力発電はストップ 

◇地震・豪雨災害から住民まもる防災対策強化を 

◇お茶をはじめ農業を地場産業の主役として支援を 

■困っている人すべてに直接支援を 

  市の「中小企業者等応援給付金」の適用枠を拡大し、学生

や女性はじめ、困っている人すべてに支援を。 

 

プロフィール １９５９年掛川市塩町生まれ（６１才）。第一小、掛東中、掛西高、
広島大総合科学部卒。神奈川で小学校教諭・保育園勤務・学童保育指導員。
2017 年〜掛川市議１期。趣味：織物や染め物など手作りすること自然の

中で過ごすこと、家族：夫 、猫２匹(息子３人は県外在住) 

 

地域コミュニティ壊し、地域を衰退させる公共施設再配置計画は見直しを 

◇大東温泉、キャンプ場、幼稚園など 

なんでも民間譲渡は許さない 

◇少人数学級にも逆行する小中学校統廃合計画は見直し 


